
佐伯・大虫地区の夕暮れ時。鳴高秀雄（なるたか・ひでお）さん宅からこぼれるステンドグラスの光が目に
留まる。古民家を再生し、普段はアトリエとして使用。昨年から始まった「大虫さくらまつり」では、会場
として提供し、コンサート会場や休息の場として利用された。人口６人となった大虫地区で、住民が気軽に
立ち寄れるコミュニケーション・スペースにもなっている。
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特　集
 故 ふるきを 温 ねて新しきを知る。

たず
現代の暮らしの中で、

古民家が私たちに
伝えるものとは何だろうか―。


